
 科研費は自由な発想に基づく学術研究を実施するために会員の関心が高い競争的研究費
です。科研費が、どのように制度設計され、どのように審査され、どのように採否が決
まるのか、正しく理解しておくことは物理学コミュニティにとって重要です。

 この企画講演は理事会と研究環境検討委員会の共同で提案しました。研究環境検討委員
会報告 [会誌 75(8), 521 (2020); 75(8), 525(2020); 76(2), 111 (2021)] のフォローアッ
プ活動の位置づけになっております。

 企画がタイムリーであることも重要です。春季大会の機会に科研費改革2018と科研費
改革2028に深く関わられたお二人に科研費改革の詳しい解説をお願いしました。

はじめに
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座長 石田武和 （大阪公立大工、研究環境検討委員会・委員長）

2025年3月21日 15:30－15:35



● 16:15－16:55 「科研費改革2028」に向けて（現状と国の関連動向）

総合研究大学院大学
理事・副学長 山本 智

● 15:35－16:15 「科研費改革2018」の背景、考え方、残された課題

大阪大学核物理研究センター
センター長 中野 貴志

「オンライン企画講演（科研費改革2018から2028へ）：

理事会と研究環境検討委員会の共同提案」
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21pR1-1 講演（30分）
＋ 質疑応答（10分）

21pR1-2 講演（30分）
＋ 質疑応答（10分）

ご両名とも、直近の科研費改革に関わる国の取り組み状況も良くご存じです。
参考： https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/051/00002.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/051/00002.htm


山本智氏の紹介
 1985年3月 東京大学大学院理学系研究科 化学専門課程修了（理学博士）

 1985年4月 名古屋大学理学部 宇宙理学専攻 助手

 1993年4月 東京大学大学院理学系研究科 物理学専攻 助教授

 2004年2月 同 教授

 2023年3月 同 定年退職 東京大学名誉教授（2023年6月）

 2024年4月 総合研究大学院大学 理事・副学長

（この間）

 2012年4月－2018年3月 日本学術振興会 学術システム研究センター 主任研究員

 2017年3月ー2025年2月 文部科学省 科学技術学術審議会 臨時委員

 2021年6月ー2023年6月 公益社団法人 日本天文学会 会長
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中野貴志氏の紹介

専門は原子核物理学（実験）

2013年より大阪大学核物理研究センター長

2022年7月より日本学術振興会学術システム研究センター主任研究員

2019年より科学技術・学術審議会学術分科会研究費部会（第10期）専門
委員、2021年より科学技術・学術審議会学術分科会・臨時委員として研
究費部会（第11期）および研究費部会（第12期）に分属
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企画講演アンケートへの協力をお願いします

https://forms.gle/k1xt8Zc4JJqA8GdZ6
対象者：日本物理学会員（聴講前提ではありません）
重複回答はしないで下さい ※参照：3/14 10:00 会員宛メール

スマホでも回答可能です
企画講演アンケートのQRコード
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≪科研費改革に関する意識調査≫
期間：3/14(金)～3/24(月) 10時〆切（週明け)まで

アンケート結果は●日本物理学会の研究環境検討委員
会のホームページに掲載すること、●日本学術振興会に
データを提供することがあります。
●研究者の意見を参照してもらえる貴重な機会です。

●企画講演のプレゼン資料も委員会WEBページに掲載予定です。

終わりました

終わりました
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